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	応用
	抗原情報
	背景
	WDリピートドメイン、ホスホイノシチド相互作用タンパク質1（WIPI1）ホモサピエンスこの遺伝子はWD40リピートタンパク質をコードしています。WD40リピートファミリーのメンバーは、多くの重要な生物学的機能の重要な構成要素です。これらは、同時かつ可逆的なタンパク質間相互作用のためのβプロペラプラットフォームを提示することにより、多タンパク質複合体の組み立てを制御します。WD40リピートタンパク質のWIPIサブファミリーのメンバーは、7枚羽根のプロペラ構造を持ち、リン脂質と相互作用するための保存されたモチーフを含みます。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2016年3月],機能：オートファジーにおいて役割を果たす可能性があります。マンノース-6-リン酸受容体（MPR）リサイクル経路に関与するタンパク質の輸送を制御する可能性があります。,類似性：3つのWDリピートを含みます。,細胞内局在：ゴルジ体および末梢エンドソームのトランスエレメント。これらのコンパートメントを動的に循環し、膜フラックスを調節する条件の影響を受けやすい。クラスリン被覆小胞に豊富に存在する。,サブユニット：アンドロゲン（AR）およびエストロゲン受容体（ER）と相互作用すると考えられる。in vitroにおいて、PtdIns3Pと結合し、PtdIns3,5P2およびPtdIns5Pにも結合する。PtdIns3Pとの相互作用は膜へのリクルートメントに必要である。,組織特異性：普遍的に発現する。骨格筋、心臓、精巣、膵臓、胎盤で高発現する。G361、Sk-mel-28、Sk-mel-13、WM852、WM451細胞で高発現する。様々な腫瘍組織で発現が上昇する。,
	研究分野
	シグナル伝達; タンパク質輸送; ゴルジ体タンパク質; がん; シグナル伝達; オートファジー; 代謝; 経路とプロセス; 代謝プロセス; オートファジーとマイトファジー; シグナル伝達; 神経科学
	画像データ
	

	WIPI1ポリクローナル抗体（1:800希釈）を用いたHela SH-SY5Y 293T 3T3細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

